
十
五

臨
時
財
政

対
策
債
償
還
費

臨
時
財
政
対
策
の

た
め
平
成
十
三
年

度
か
ら
平
成
二
十

九
年
度
ま
で
の
各

年
度
に
お
い
て
特

別
に
起
こ
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
た
地
方
債
の

額

千
円
に
つ
き

六
三

十
六

東
日
本
大

震
災
全
国
緊
急

防
災
施
策
等
債

償
還
費

平
成
二
十
三
年
度

か
ら
平
成
二
十
九

年
度
ま
で
の
各
年

度
に
お
い
て
東
日

本
大
震
災
全
国
緊

急
防
災
施
策
等
に

要
す
る
費
用
に
充

て
る
た
め
発
行
に

つ
い
て
同
意
又
は

許
可
を
得
た
地
方

債
の
額

千
円
に
つ
き

一
〇
三

別
表
第
二
道
府
県
の
項
中
「
九
、
八
〇
〇
」
を
「
九
、
三
一
〇
」
に
、「
一
、
二
一
九
、
〇
〇
〇
」
を
「
一
、
一
六

三
、
〇
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
市
町
村
の
項
中
「
一
八
、
三
八
〇
」
を
「
一
七
、
五
〇
〇
」
に
、「
二
、
四
二
六
、
〇

〇
〇
」
を
「
二
、
三
四
三
、
〇
〇
〇
」
に
改
め
る
。

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
平
成
二
十
九
年
度
」
を
「
平
成
三
十
年
度
」
に
、「
三
十
二
兆
百
七
十
二
億
九
千
五
百
四

十
万
八
千
円
」
を
「
三
十
一
兆
六
千
百
七
十
二
億
九
千
五
百
四
十
万
八
千
円
」
に
、「
平
成
三
十
年
度
か
ら
」
を
「
平

成
三
十
一
年
度
か
ら
」
に
改
め
、
同
項
の
表
中「
平
成
三
十
年
度

四
千
億
円
」
を
削
る
。

附
則
第
九
条
中
「
平
成
二
十
九
年
度
」
を
「
平
成
三
十
年
度
」
に
、「
二
千
五
百
億
円
」
を「
二
千
億
円
」に
、「
、
平

成
三
十
年
度
」
を
「
、
平
成
三
十
一
年
度
」
に
改
め
、同
条
第
一
号
の
表
中「
平
成
三
十
年
度

三
千
三
百
六
十
七
億
円
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中「
平
成
三
十
年
度
」

を
「
平
成
三
十
一
年
度
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
条
第
三
項
中
「
平
成
二
十
九
年
度
」
を
「
平
成
三
十
年
度
」
に
改
め
る
。
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附
則
第
五
条
中
「
平
成
二
十
九
年
度
」
を
「
平
成
三
十
年
度
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
交
付
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
交
付
税
法
（
次
条
に
お
い
て
「
新
地
方
交
付
税
法
」
と
い
う
。）の
規

定
は
、
平
成
三
十
年
度
分
の
地
方
交
付
税
か
ら
適
用
し
、
平
成
二
十
九
年
度
分
ま
で
の
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
平
成
三
十
年
度
に
お
け
る
基
準
財
政
収
入
額
の
算
定
方
法
の
特
例
）

第
三
条

平
成
三
十
年
度
分
の
地
方
交
付
税
に
係
る
新
地
方
交
付
税
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
基
準
財
政
収
入
額
の

算
定
に
係
る
同
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
市
町
村
の
項
第
十
一
号
中
「
前
年
度
の
地
方
消

費
税
交
付
金
の
交
付
額
」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
年
度
の
地
方
消
費
税
交
付
金
の
交
付
見
込
額
と
し
て
総
務
大
臣
が
定

め
る
額
」
と
す
る
。

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
度
の
予
算
か
ら
適
用

す
る
。

総
務
大
臣

野
田

聖
子

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め
の
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
五
号

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め
の
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め
の
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
四
年
法
律
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

法
務
大
臣

上
川

陽
子

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
六
号

道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
道
路
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
六
節

自
転
車
専
用
道
路
等
（
第
四
十
八
条
の
十
三

第
四
十
八
条
の
十
六
）」を
「
第
六
節

自
転

第
六
節
の
二

車
専
用
道
路
等（
第
四
十
八
条
の
十
三

第
四
十
八
条
の
十
六
）

重
要
物
流
道
路（
第
四
十
八
条
の
十
七

第
四
十
八
条
の
十
九
）」に
、「
第
四
十
八
条
の
十
七

第
四
十
八
条
の
十
九
」

を
「
第
四
十
八
条
の
二
十

第
四
十
八
条
の
二
十
二
」
に
、「
第
四
十
八
条
の
二
十

第
四
十
八
条
の
二
十
五
」を「
第

四
十
八
条
の
二
十
三

第
四
十
八
条
の
二
十
八
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
「
又
は
第
十
九
条
」
を
「
、
第
十
九
条
」
に
改
め
、「
ま
で
」
の
下
に
「
又
は
第
四
十
八
条
の
十
九

第
一
項
」
を
加
え
る
。
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